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Purpose (Function) Expansion Method as Method of Search and 
Recognition of Needs 




The first step in product planning is to understand the needs of the customers.  Next, the article 
satisfying the needs grasped is designed.  The designed thing is produced experimentally (physically).  
The work of the product plan becomes like this.  How will the needs to plan a new product be 
grasped?  The Purpose (Function) Expansion Method of Work Design is usable for work to grasp 
needs.  In addition, we can use the systems architecture of the Work Design for work to make a thing 
satisfying the needs grasped. 
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 2 ．1 ニーズの見つけ方 
まず、思いつくままに、手袋について新しいニーズらしきものを見つけ出す作業を列挙してみよう。 
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（ 3 ） 何人かの客に尋ねて、彼らの回答群を参考にして、ニーズをまとめる 

































（ 2 ）は論理的に意識的に欠点を挙げるのに対して、本（ 6 ）はまず感覚的に無意識的に（欠点を）
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感じてしまうことである。もっと言うと、（ 2 ）は欠点を挙げる、という思考プロセスを始めから行
うのに対して、（ 6 ）では、思考プロセスは感情が発現したあとで始める。いずれにしても（ 2 ）と
（ 6 ）との違いは微妙である。 
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まず、前項で挙げた見つけ方について、それらが異なった方法だとするとどこが異なっているのか、
その相違点と思われる部分を抜き出してみる。 
（ a ） 個人のニーズか、何人かのニーズか。 
（ 1 ）は、単に 1 個人（客）に尋ねて回答してもらった手袋に対するニーズである。それに対して、
アンケートを取ってニーズを探る場合は、個人ではなく何人かを対象とする。 
（ b ）  1 つのニーズをそのままニーズとしたか、それとも複数の異なるニーズを総合化して 1 つのニ
ーズにしたものか。 
（ 3 ）、（ 4 ）、（ 5 ）は、何人かの人に尋ねて回答を得る方式である。それらの回答のなかで、互い
に異なる回答があったら、それらを 1 つに纏めて 1 つのニーズとして纏め上げる。 














 3 ．1 言語表現が必要なニーズ 








は、（ 3 ）もニーズを人に尋ねるという方式だからである。（ 7 ）もそうである。（ 7 ）は（一つのニー
ズを他のニーズに置き換える方法）、すでに言語化されたニーズを基に新たなニーズを発想しようとす
る方法だからである。 
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 4 ．ニーズの認識の必要性 
 3 . 2 では、言語表現を行っているとは思われないニーズについて述べた。とすると、ニーズは言語
表現する必要もとくにないと思われるかもしれない。しかしそんなことはない。ニーズはできるだけ言
語表現したほうが良い。その理由の主なものはつぎの 2 つである。 
 1 つは自分以外の人間にニーズを伝達できること。そのことによってさらによい設計ができる。もう
一つは、ニーズを言語化することによって自分一人でもさらに良い設計をすることができるためである。
この 2 つについて以下に述べる。 
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 5 ．ニーズの認識とその手順 
前節で整理した結果を踏まえて、ニーズの認識の手順をつぎのような思考順序として纏めてみよう。 











（ 3 ） 上の（ 2 ）で、言語で思考したニーズらしきものを、ニーズの形式の言語表現にする。 
たとえば、「手を布で覆う」という言語表現する。 
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            手      順               例          
現象または    1 感 覚 的 に 感 じ る      （「困った!」と思うこと）      
手順      ↓       ↓ 
        ↓    2 感じた感覚を言語化    「ページを繰れないこと」と表現  
        ↓       ↓ 
        ↓    3 ニーズ形式の言語表現化  「嵌めたままページを繰れる手袋」 
        ↓       ↓ 
        ↓    4 （必要があれば）     「嵌めたままページが繰れ、 
        ↓     ニーズをより良いものに    打鍵もできる手袋」       
        ↓       ↓ 
      製 品 化  製  品  化        滑り止め付き極薄手袋      
 













 6 ．ニーズの認識方法としての目的（機能）展開 



























の展開例の F3（手を寒い空間に直接触れさせない）はすでに、第 3 節で出現した表現である。F3 の目
的（機能）を自問した結果 F4（手を寒い空気に直接触れさせない）がその回答として表現されている
が、この F4 も第 3 節で出現している。さらに、F8（どんな環境であろうと、通常通りにパソコンの操
作をする）も、解釈のしようによっては第 2 節で出現したニーズの 1 つと考えられる。これらのこと
は、目的（機能）展開をすると、変形されたニーズが表現できうることを意味している。変形されたニ
ーズは、解釈の仕方によっては新ニーズということが言える。つまり、目的（機能）展開をしていくと、
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